
 

 

 

 

 

「いしかわ地域づくり円陣2020」の参加者募集について 

 

 石川地域づくり協会（事務局：県地域振興課）では、令和２年10月25日(日)にオンライ

ン開催により、住民主体の地域づくり活動の促進を目的とした研修交流会「いしかわ地域

づくり円陣2020」を次のとおり開催することとし、参加者を募集します。 

 地域づくり活動をされている・関心のある方なら無料でどなたでも参加できますので、

興味のある方はぜひ参加申込みをお願いします。 

 

１ 主 催  石川地域づくり協会、石川県 

 

２ 開催日時  令和２年10月25日(日) 10:00～（受付9:30～） 

 

３ 参加方法  オンライン会議システム「Zoom」または以下のスタジオ会場 

       ・石川県地場産業振興センター本館２階 第２研修室                                                                                                                             

（金沢市鞍月２丁目１番地） 

        ・能美市寺井地区公民館 

（能美市寺井町ヨ４７番地） 

 

４ 参 加 費  無料 

 

５ 概 要  （１）石川地域づくり表彰授賞式（10:00～） 

（２）県内９つの地域づくり団体による活動報告会（10:30～） 

（３）全国のキーパーソンによるエール講演（13:00～） 

（４）オンライン交流会（15:00～） 

  （※詳細は別添のチラシをご覧ください。） 

 

６ 参加申込み及びお問い合わせ先 

  〒920-8580 金沢市鞍月１－１ 

石川地域づくり協会事務局（石川県企画振興部地域振興課内） 

TEL：076-225-1335 FAX：076-225-1328 E-mail：chiiki1@pref.ishikawa.lg.jp 

令和２年１０月５日 

地域振興課（担当：若林） 

内 線：3685 

直 通：076-225-1335 



開 催 日 時：令和2年10月25日（日）10:00～
参 加 方 法： 「オンラインで参加」 か 「スタジオ会場に来て見学・参加」の 
　　　　　　どちらかが選べます。定員に達し次第、締め切ります。

●当日プログラム●

募 集 対 象：

プログラムの詳細や参加申し込み方法はうら面へ！

ウィズコロナ 時代の「地域づくり」

コロナ禍のなか、新たな交流の手法として急速に広まっているオンライン会議は、

全国のキーパーソンや地域づくり団体と距離を越えてつながることができるツールです。

参加者全員でオンライン会議を体験し、これからの地域づくりの可能性を広げてみましょう。

どうなる！？
これからの
地域づくり

今だから、
いっしょに
踏み出そう！

オンライン会議って、
どんなもの？

2020

離れていても心がぐっと近くなる、新しい手法を学ぼう

地域づくり関係者、企業・事業者の方、公務員、学生など。

地域づくりに取り組んでいる・関心のある方なら、どなたでも参加できます。

当事業は、新型コロナウイルス感染拡大防止策に留意して開催します。

会場にお越しの際は、マスク着用にご協力ください。

※石川地域づくり協会の運営委員とコーディネーターが企画運営しています。

❶「石川地域づくり表彰」授賞式

❷石川の地域づくり団体による活動報告

❸全国のキーパーソンによるエール講演

❹オンライン交流会

地域づくり円陣とは？
石川地域づくり協会が毎年開催し

ているシンポジウムです。地域を思

う人 たちが 集まって円 陣〔えんじ

ん〕を組み、地域づくりの原動力〔エ

ンジン〕をパワーアップさせます。

主　催：石川地域づくり協会、石川県

協　力：石川県内の地域づくり団体のみなさん

「被災地で届ける『命の食』
　　　　　　のつながり」

熊本県人吉市・ひまわり亭

　　　　　　本田 節さん

「ウィズコロナ時代の
　　ネットワークづくり」

山形市役所・東北まちづくり
オフサイトミーティング

   　　　　　後藤 好邦さん

「地域福祉のありかた
　　　　　  with コロナ」

金城大学社会福祉学部 教授

   　　　　　内 慶瑞さん

みんな、どうやって
活動している？

参加者募集
事前申し込み制

参加無料

1：オンラインで参加 （募集定員 250 名）

　  ビデオ会議システム「Zoom」を使います。

　  参加申し込みをされた方に招待ＵＲＬを送信します。

2：スタジオ会場に来て見学・参加 （オンライン会議を体験）

　  （１）本部（募集定員 20 名）

　　　   石川県地場産業振興センター 本館２階 第２研修室

　  （２）能美会場（募集定員 10 名）

　　　   能美市寺井地区公民館

　　スタジオ会場（本部）では、地域づくり活動への

　　オンラインツール導入についてアドバイスします。

【午前の部】

【午後の部】

オンライン・シンポジウム

１：自宅でオンライン

２：スタジオ会場で

いしかわいしかわ

令和2年度 石川地域づくり協会

メールやＦＡＸだって、
最初は戸惑ったね。



小松市の北國とおり町エリアで、多様

な交流を通して、元気で活気あふれる

まちづくりを推進しています。

②北國とおり町にぎわい協議会（小松市）②北國とおり町にぎわい協議会（小松市）

お 名 前
① ② ③

所 属 団 体

□石川地域づくり表彰

□石川の地域づくり団体による活動報告

□全国のキーパーソンによるエール講演

□オンライン交流会

□オンライン

□スタジオ会場

　□石川県地場産業振興センター

　□能美市寺井地区公民館

□石川地域づくり表彰

□石川の地域づくり団体による活動報告

□全国のキーパーソンによるエール講演

□オンライン交流会

□オンライン

□スタジオ会場

　□石川県地場産業振興センター

　□能美市寺井地区公民館

□石川地域づくり表彰

□石川の地域づくり団体による活動報告

□全国のキーパーソンによるエール講演

□オンライン交流会

□オンライン

□スタジオ会場

　□石川県地場産業振興センター

　□能美市寺井地区公民館

参 加 方 法

参 加 プ ロ グ ラ ム

参 加 申 込 書（ F A X 送 信 用 ）

電 話 番 号

メ ー ル ア ド レ ス

※この申込書には３名分まで記入できます。　※ご記入または該当するものに□✓を入れてください。

メールで  chiiki1@pref.ishikawa.lg.jp

ＦＡＸで  FAX.076-225-1328

ホームページから（申込フォーム） 

フェイスブックから  石川地域づくり協会　地域づくり円陣（イベント参加）

石川地域づくり協会事務局
（石川県企画振興部地域振興課内）  

金沢市鞍月 1 丁目 1

TEL.076-225-1335    
FAX.076-225-1328    
chiiki1@pref.ishikawa.lg.jp

オリエンテーション〈地域づくり円陣の趣旨と楽しみ方〉

❶「石川地域づくり表彰」授賞式　表彰団体等の発表、表彰状授与、活動紹介

10:00～

休憩12:00～

❷石川の地域づくり団体による活動報告10:30～

❸全国のキーパーソンによるエール講演
運営上の課題について参加者とともに考え、意見交換し、持続に向けた進路を見つけます。

13:00～

❹オンライン交流会
「地域づくり円陣」の名物タイムをオンラインで開催！参加者同士で交流し、これからの地域づくりを語りましょう。

15:00～

【午前の部】

【午後の部】

地域づくり団体全国協議会 幹事
有限会社ひまわり亭 代表取締役

本田 節 さん

当日プログラム
10月25日（日）

参 加 の お 申 し 込 み

下記のいずれかで「石川地域づくり協会事務局」までお申し込みください。お申し込み締め切りは10月21日（水）です。

お申し込みの際は、お名前・所属団体・電話番号・メールアドレス・参加方法（オンラインか会場か）・参加プログラムをお知らせください。

申込フォーム Facebook

YouTube Facebook

①春蘭の里実行委員会（能登町）

能登町を中心に点在する農家民宿群。

緑豊かな地域を守りながら、多くの旅

行客を受け入れています。

⑧宝活（宝達志水町）

「宝達志水町をもっと楽しくする活動」

をするための「アメーバ型人材交流

ネットワーク」を広げています。

⑥タント演劇学校（能美市）

演劇は総合芸術。10歳代～70歳代の

わたくしたちといっしょに夢をかなえ

よう！ 結成して23年になりました。

⑦エコのたね（小松市）

子育て世代が子どもの未来を考え、持

続可能な社会へ地域活動を通して周

知し啓発していく団体です。

⑤ハピネスクローバー（小松市）

多世代交流施設でのフリマを機に、つ

ながる楽しさを大勢に届けたい想いで

発足したチームです。

コロナ禍の影響、現在の活動状況と課題、今後の方向性は？各地の情報と意見を交換し、今何ができるかを学び合います。

熊本県人吉市で郷土の家庭料理「ひまわり亭」を経営。人・地域を

元気にすることをライフワークに、食を通じた人・地域の繋がりを

大切にして活動。今年７月の豪雨災害では自身も被災しながらも、

被災直後から炊き出し、物資支援を行い、「命の食」で地域の復旧

に取り組んでいる。

1972年生まれ。1994年に山形市役所入庁。納税課、高齢福祉課、

都市政策課、行革推進課等を経て、現職。現在、政策調整業務等を

担当。2009年6月に仲間と共に「東北まちづくりオフサイトミーティ

ング」を発足。繋がりを活かし、山形、東北、そして日本を元気にす

るための活動を実践中。

地域（知域）に飛び出す公務

員として、東北を中心に広く

人・組織・地域をつないでき

た活動が、ウィズコロナ時代に

どう対応しているか、お話を伺

い、これからのネットワークづ

くりについて話し合います。

コロナ禍のもと接触が制限さ

れているなかでの地域福祉の

現状と、これからの地域福祉

のありかたについて共有し、

新 た な‘ふ’だ ん の‘く’らし

の‘し’あわせを、探ってまい

りましょう。

近年自然災害が多発している

ことに加え、コロナ禍で行動

が制限されるなかで、地域づ

くり活動でできることは何か、

豪雨災害の復旧活動が続いて

いる被災地から、オンラインで

報告します。

被災地で届ける「命の食」のつながり ウィズコロナ時代のネットワークづくり被災地で届ける「命の食」のつながり ウィズコロナ時代のネットワークづくり

金城大学社会福祉学部 教授 

内 慶瑞 さん

80年代後半、富山県内の市社協に創設期のボランティアコーディネー

ターとして勤務し、その後富山の短大、兵庫の大学を経て現職。「住民

目線で、地域で、福祉活動を」をモットーとして、2008年より北陸地方

を中心に150カ所を超える住民福祉懇談会に参加。引き続き、小地

区福祉活動や民生委員、ボランティア活動の実践と研究に関わる。

地域福祉のありかたwithコロナ

当日は
ライブ配信も！

13:05～ 13:35～ 14:05～

山形市役所企画調整部企画調整課 課長補佐
東北まちづくりオフサイトミーティング 発起人

後藤 好邦 さん

ウィズコロナ 時代の
「地域づくり」

2020

いしかわいしかわ

⑨くくり徳山（能美市）

休耕田を開墾しながら、協働による生

産・食・日溜まり・相互扶助の場づく

りに取り組んでいます。

人口ではなく、仲間を増やそう！集落

の教科書や、廃校を活用した移住施策

を中心に地域づくりを進めています。

④たかしな地区活性化協議会（七尾市）④たかしな地区活性化協議会（七尾市）

キリトリ

http://www.pref.ishikawa.jp/shinkou/dukurikyou/04_engine.html 石川地域づくり協会  

お問い合わせ先・連絡先

能登に流れるゆっくりとした時間や空

間、文化をツーリズムにつなげるため

に町民有志で活動しています。

③中能登スローツーリズム協議会（中能登町）③中能登スローツーリズム協議会（中能登町）


